
周りの人を大切にしてますか
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宿身県教育毒昌会は す へての人の毎本的人権か尊重される社三づくりをめさし

格合的な視野に立った人祈敦高のた進に男めています.

この資料は 人 絶教自がめざすものや人権を考えるいの大切を概念について 日 々

生花の中で埋馬=を辞めていたたくために作成しました FTAの 研修全をはじめ 多 く

の場で活用されることを康つています。

自分を大切にしてますか
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fr自分をえよければ日Jつ ていう自己中心的な考え方が強くなると 相 手にいや

な患いをさせたり 傷 つけてしまつたけすることがあるよね。J

「そうたね。それではお互いの人権を閣室していることにはならないよ

ね。自分の権利を行使するときには そ れに伴う員任つていうものが

あるはずたよね。J

「人権力て共存する社会にするためには 自分の大切さも 他の人の大切さも認め
ようとする気持ちお扶事だと思うわ。J

「ところで とんな時に「自分わ状切にされているJつて感じるの。」

「自分の考えが認められたり 周 りの人に支えられたリ ー 人の人間と

して大切にされているつていう実懲があるとさかなあ。そんなときは

同りの人にも優しくをれるよね。」
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十人権教膏て大事なのは 人 権問題を解決しようとする意散や態度を百て 行 動に

つなげていくことではないのうなあ J

「そうね そ のためには 日 常生活の中て人権上問題のあるような出来

事を見競(ぼ 性や 人 権問題を自分の問題として考えていこうとする

褒野が必要たわ J

「つまり 人権感覚を唐くことが大切なんた

そのために 学校やクラスを 人権が尊重され正勇が貫カ

れるような環境にしたいと考えているんた。J

「人権態覚を身につけるための姉実的な手法として体較的参加型学習す注目さ
れているから 事考にしてみたいわ J
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人権キ習においては 人 権ヤ“煙を月試として 4ヽお|とと

哺":悠rFゃ行動に取れるような人“感死な情いていくこ

もに 大 ‖に対する自1かな由せ
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i t―しめをするよつて イ ライラやもし■(し ゃ!ャ■気分を 5うい上場のよをJ撃
することそ寄やしようとしているつて言わ1■ているん |

「自分自身に自信よtく なると ,,末に開るい震勤 情てなく

人をねたたⅢⅢす=気 持ちⅢ■くなることわあちよね J

「些かな人間間r rを業いて 人 権事二を埋■|こ情いた行動
をするたつにに 自分●,を大切たと思え3気ぅち 1自
専感情| をもつことお" r ね J

「自分自身をさちんとF T価てされま 仕 事や花■に言d的 に, J紀 こととⅢ〔さる
し 化 の人の言見を聞いたり i目手を桟つl iすこ自分"言 史を主張tット,するこ
ともてごるようになるよね J
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子ともたちは 1私を記めてほし↓ヽJとFっ ていま,  こ の思いを受けとめるために 私たちは

子どもたちととのようにましてしiすはよいので〔ンようよ

次にヨ用する詩は 環境によつて子とt t変 わることを私たちに額えてくれます。この討をチ告

にして 人権事三の梅神を日常生活の中て生おしていくことにつt iて考えてみましよう

「子 ど  も J l F者 |トロ=′― E―  ′ ル ト

批||はおりされた子ともは キ 難することこおぼえる

殴られて大=く なつた子ともは 方 にたすることをお =えニ

実いこのにされた子とtは  も のを言わすに,う ことをヽどえう

反内にさらされた子ともは れ い良 いのモち"し とな■

しかし 取 駒こうけた子ともは 自 にi■ 口え4

宣さにであつた子ともは ぞ 而Jをあほえる

宜書をうけた子どもは 評 価することをお■えニ

フニアフレーを4移 した子ともは 公 正をお ●える

友鴨を知る子どもは 守 切をあばえる

安心を経験した子とも = 信 頼をお呼えこ

可愛わられ抱=し められた手どもは 世 界中の音情ををしこことをおばえる
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子どもが「自信Jをもつことができるのは どんなときでしょうか。

子どもが「宝いだ」と慰じるのは どんなときでしょうか。

子どもが心から「うれしいJと思うのは,どんなときてしょうかゎ

子どもの人権をgる ために あなたは何ができますか
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:   人 にが=行 する人権尊重社会を実現するため 人 椛教育 啓 発の役割はとてを重要です.  :
0 互 いの立場を税め合`、 豊かな人間関係を築きましょう。                 ぅ
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人ほ致高の指導方法善の在り方について
人経獣育の指導方法等の在り方について

[筆―沢とりまとめ]【平成16年6月】

[第二次とりまとめ]【平成13年1月】

価島県人権数百推進方針 【平成16年2月】

衛島県人権教高 富 発に関する雲本計画 【平成16年 12月】

あわ 人権事習ハントブック 【平成19年3月】

行島県教育委員会人権教育課
電   信 舌 038-621-3155

フアクシミリ 088-621-2685


